教員の検定について

2005年度検定の方針と申込の手順
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2005年度の教員検定は、次の方針の下に実施します。

①新人教員の育成

②安全指導の徹底

③技能レベルの維持と最新技術理論の習得

このため以下のような内容で検定会開催をしますので、事前の準備をお願いします。
1. 安全指導能力に重点に置いた教員検定の実施
· テイクオフディレクション（安全なテイクオフ指導）
· ランディングディレクション（安全なランディング指導）
· アウトランディングの誘導
· 飛行中のアクシデント誘導
· マヌーバー（ピッチング・ローリング・ビッグイヤー等）誘導
· レスキュー開傘シミュレーション指導
2. 検定会と研修会(検定会補習授業)の実施
· 検定試験会を一日で行う
· 検定会で不合格となった場合、①飛行実技・②学科・③教習実技（模擬講習）の３補習研修会を必要に応じて行う。
3. 検定会の随時開催
· 検定会会場を全国の検定員に分散し、施設や実施のコースを勘案し開催機会を増やす。
· 検定会の開催は、受験者の希望に沿えるよう検定場所や検定員を調整し実施する。
申込手順

1 事前に、地区検定委員と打ち合わせを行い、別紙教員検定申込書に記入し、JHF事務局に提出してください。　　　提出資料：教員検定申込書・推薦書

　　　　　　　→事務局では、受験生及び検定員の調整をおこない検定会の準備をする。

　　　　　　　　　　また教材を受験者に送付する。
注1 受験日はできるだけご要望に沿いますのでご相談ください。

②受験場所受験日を受験者に連絡

③検定会開催


